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抑うつ気分を検知する⽣理指標の外的妥当性の検討
-検知に関する研究のメタ分析-

堀 祐⼤朗（東京⼤学 教養学部 学際科学科 総合情報学コース）

□研究アイデアの概要

□⽅法

□結果と考察
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メタ分析の⽅法については⼭⽥&井上編(2012)メタ分析⼊⾨に従い、
Cooper(2015) の7段階モデルを⽤いる。以下に予定を⽰す。

○問題の定式化 抑うつ気分と⽣理指標、2変数の相関についての研究の統合とし
て、積率相関係数を効果量とする。抑うつ気分の変数は質問紙等による主観指標
とする。

○⽂献探索 Psycinfo (キーワード︓“depressed mood” OR depressed OR depression 
OR depressive AND indicator OR biosignal OR “physiological ind*”  OR biomarker)

○適格性基準 Wilson(2009)を参照して決定する。(a)効果量そのもの、あるいは
効果量算出に必要なデータが報告されている、(b)2020年以降の論⽂(先⾏研究以
後)、(c)⽣理指標は⾮侵襲で計測できるものである

○コーディング 出版年、調査対象、調査場⾯、⽣理指標、抑うつ気分の主観指標
等(未定)

□研究計画と今後の展望

○うつ状態での種々の⽣理指標の変化 Chesnut et al. (2021)によるレビューで
は、うつ状態において1⽇を通したコルチゾールの上昇、⼼拍変動の減少、⽪膚コ
ンダクタンスの減少が研究間で⼀貫した所⾒として得られた。

○先⾏研究の課題 当レビューはコルチゾール、⼼拍変動、⽪膚コンダクタンス
のみを検証しており、他の⽣理指標についてや⽣理指標のマルチモーダルな活⽤
による抑うつ気分の検知は⾏われていない。
抑うつ気分の早期の検知の重要性、近年の⽣理指標計測技術の発達を踏まえると、
どの⽣理指標、⽣理指標の組み合わせが抑うつ気分の検知に有効なのか、これま
での研究結果を統合し指標の妥当性を明らかにする必要があると考えられる。

研究⽅法・計画につきまして、ご意⾒やアドバ
イスをいただけますと幸いです。
連絡先︓
hori-yutaro396[atmark]g.ecc.u-tokyo.ac.jp

○研究計画
・10⽉/11⽉に問題の定式化、⽂献探索、研究からの情報の収集、11⽉〜1⽉に
研究の質の評価、2⽉に研究結果の分析と集積、エビデンスの解釈、3⽉に結果の
公表を⾏う予定である。
○今後の展望
深い繋がりを感じられる⼈がある安らぎある社会の実現に向け研究・活動を⾏う。
安らぎが必要な状態の検知が重要だと考え、的確で安全な⽣理指標の測定⽅法を
検討していく。神経科学、⽣理⼼理学、認知科学の議論はもちろんELSIについて
も議論していく。
・2023.10〜 RIKEN脳科学塾等で神経科学、⽣理⼼理学を体系的に学ぶ
・2024.4〜 卒業研究において、抑うつ気分に関連する認知科学研究
・2025.4〜 抑うつ気分の⽣理指標を特定する研究を実施できる研究室に進学
・2027.4〜 抑うつ気分の検知を元にしたフィードバック⼿法の研究

抑うつ気分検知の⽣理指標研究を収集し、検知
の精度についてメタ分析を⾏い、効果量を⽣理
指標間で⽐較する。結果から外的妥当性を⽣理
指標間で検証する。これにより、抑うつ気分検
知と抑うつ気分へのフィードバック⼿法研究に
繋げる。

コルチゾール

⽪膚コンダクタンス

⼼拍変動

副腎で作られるステロイドホルモンであり、ス
トレスに対する⾝体の反応において重要な役割
を果たす”ストレスホルモン”である(Chesnut
et al., 2021)。

⼼臓の拍動と拍動の間の時間のばらつきのこと
であり、⼼拍数を上げる交感神経と下げる副交
感神経によって変動するが、この変動にはスト
レスが影響を与えていると⾔われておりストレ
スの客観的評価となる(Chesnut et al., 2021)。

⽪膚の電気の伝導度を表す指標である。交感神
経が活性化すると⼿のひら等の汗腺から分泌さ
れる汗の量が増え、電気が通りやすくなるが、
うつ病性障害は⽪膚コンダクタンスの減少と関
連していると⾔われている(Vahey & Becerra, 
2015)(Chesnut et al., 2021)。

現在実施中
○⽂献収集の結果 まず2020年以降のすべてのジャーナルを検索し55,275
件の⽂献を得た。アプリオリ⽅略として適格性基準を⾒たす論⽂の抽出を現在
⾏っている。


